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解　説
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ポーランド科学アカデミー・シャフェル植物学研究所に

は，古植物学博物館 Palaeobotanical Museumがあり，植
物化石標本と現生比較標本が保管され，それらに基づく研

究が続けられてきた。博物館は 1953年に植物学研究所と
ともに創設された。初代（1953 – 83）のキュレーターは

新生代種実化石研究者の故M. Łańcucka-Środoniowa教
授で，現在は葉化石の研究者である E. Zastawniak教授に
よって管理が続けられている。博物館の展示室は研究所の

1階にある（百原，2004）が，標本庫は建物内の数カ所に
分散し，植物化石標本と現生比較標本の多くは古植物研究

部のある研究所 3階中央の会議室の壁面のショーケースに
保管されている（図 1）。その部屋の壁面には，ポーランド
の化石フロラや古地理を紹介するパネルが掲示されており，

現在の展示室が開館する前までは博物館の展示室としての

機能を備えていた。

この博物館の収蔵資料は，大型植物化石と花粉標本を含

む現生植物比較標本からなり，花粉化石のプレパラートは

博物館の標本としてではなく，古植物研究部の標本として

別に保管されている。大型植物化石標本は時代ごとに 1）
先第三紀（Pre-Tertiary ora）部門，2）第三紀（Tertiary 
ora）部門，3）第四紀（Quaternary ora）部門の 3部
門に分かれ，それぞれ別々の担当者が整理に当たっている。

中・古生代の植物化石標本は約 5000点あり，化石標本と，
cuticle，材切片のスライドなどが登録されている。第三紀
部門の化石標本は，ポーランド国内の 136地点の化石産地
と，南極やスピッツベルゲンを含む 156地点のポーランド
国外の化石産地から採取された，約 10,000点の葉と種実
類などの化石，および化石葉 cuticleのスライド標本からな
り，60点のタイプ標本を含む。このうち，種実類化石標本

は Krościenko (Szafer, 1947)や，Mizerna (Szafer, 1954)，
Stare Gliwice (Szafer, 1961)といったW. Szaferが記載
した中新世から更新世までの種実化石コレクションが基

礎になり，その後 J. Jentys-Szaferowaや，M. Łańcucka-
Środoniowaらによって標本の追加，整理が行われた。葉
化石標本は E. Zastawniak教授の収集による第三紀の化
石標本を中心に近年，充実してきた。南極大陸の調査の際

に採取された，上部白亜系～第三系の未整理の植物化石標

本も大量にある。第四紀化石標本は主に中期更新世から完

新世の種実化石や蘚苔類化石からなり，319地点から採取
された約 60,000点の標本が含まれる。その多くは，泥炭
層から採取された大型植物化石や，考古遺跡で発掘された

種実類遺体である。

種実類の圧縮化石はエタノールに液浸して保管されるこ

とも多いが，ヨーロッパでは自然乾燥して保存されること

図１　シャフェル植物学研究所古植物研究部の会議室．壁際

のケースには種実類化石標本が並べられている．テーブルで

は台帳とカードを使って中生代の植物化石標本の整理が行わ

れている．

図２　Szafer（1947）が同定・記載した Fagus ferrugineaの
標本．論文の図版が一緒に並べられている．
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が多い。シャフェル研究所では，種実類を防腐剤のチモー

ルを少量含むグリセリン水溶液につけた後，自然乾燥させ

て保管している。40年以上前に採取されたブナ属の殻斗
も，この方法で干からびずに比較的良好な状態を保ってい

た。岩石から取り出された未整理の葉化石の一部は，ペト

リ皿に入れたグリセリンに液浸され保管されている。

M. Łańcucka-Środoniowaによって整理された種実化石
標本は，それらが記載された論文の図版とともに脱脂綿を

つめた小型のガラスケースに丁寧に並べられている（図 2）。
ミツガシワなどの小型の種子や針葉樹の葉の化石の中に

は，数 100個の化石が一つのガラスケースの中に等間隔に
きれいに並べられているものも多い（図 3，4）。現生と化
石植物の形態変異を統計学的に徹底的に調べた J. Jentys-
Szaferowaの影響が窺われる。

三木茂によって寄贈されたメタセコイア球果化石の標本

（図 5）のように，現生近縁種の葉や果実の標本，現生種
の生態写真を並べることで，現生種との比較や植物全体の

様子が容易に理解できるようになっている。それと同時に，

現生植物の様子からは，生育当時の化石植物とそれをとり

まく環境が想像できる（図 6）。種実類の圧縮化石は，単
品では黒くて丸い小さな塊にしか見えないが，このように

多数の標本を並べ，拡大写真と図を添えることは，化石植

物の種の実体を把握する上できわめて効果的である。ひと

つの棚に 100点近く納められているこのような小さなガラ
スケースの一つ一つが，博物館展示室のひとつの解説コー

ナーやジオラマを見ているようで，リアルで情報量が多く，

示唆に富む。

ガラスケースの標本以外の小型の種実類化石の多くは，

図５　大阪層群産メタセコイア球果化石標本．三木茂の寄贈

による．シャフェル研究所の中庭のメタセコイアから採られた

押し葉標本が添えられている．

図４　中新世産ミツガシワ種子化石．Szaferowaグラフと種
子断面切片の写真が並べられている．

図３　Stare Gliwice産の中新世針葉樹葉化石の標本．

図６　Palaeocarya (クルミ科 )果実化石標本．クラクフ近郊
の中新世Wieliczka岩塩層産．現生近縁属の Engelhardtiaの
形態や分布情報が示されている．
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特製のプラスチックケースに入れ，それをマッペに並べる

ことで整理されている（図 7）。近年作成された第三紀植
物化石標本と，第四紀部門の種実類の大部分がこの方法で

保存されている。ケースの余白には標本番号と，学名，採

取地点，記載が行われた論文や対応する図版の情報が小さ

な字でびっしりと書かれている。

植物化石標本の登録と整理は，標本台帳に基づいて行わ

れている（図 8）。標本番号は一つの採取地点または化石
群の番号に始まり，次に種類と部位ごとの番号，最後に 1
個の標本の番号の順で枝番がつけられている。台帳には化

石群が記載された文献名や，標本に対応する図版の番号と

いった記載論文の情報や保管場所，保存方法だけではなく，

その後で試料を再検討した研究者の情報，それによって付

け直された名前や，学名の組み替えなどの情報も丁寧に記

載されている。 
第三紀の葉化石の一部は，過酸化水素を使って堆積物

から剥がされ，cleared leafのプレパラート標本になって
いる。標本はオイキットなどの油性樹脂ではなく，グリセ

リンゼリーによって包埋されている。その標本作成法は

Worobiec（2003）に記載されている。
現生比較標本コレクションは，1）種実類標本（26,000点），

図８　植物化石の標本台帳．ゴジニッツァの中新世種実化石群には 83番の地点番号が与えられており，この化石群を最初に報
告した論文（Stachurska et al., 1971）が右側に，再検討と記載を行った論文（Zastawniak et al., 1992）が左上に記録されてい
る．表の左より標本番号，産出部位，学名，文献情報（Stachurska et al., 1971のページ数，図版 /写真番号），再検討事項－注
意点，標本棚番号，部屋番号の順で記載されている．再検討事項には，Zastawniak et al. (1992)に記載する際に標本の中から 1
個を分けて枝番をつけたことが表記されている．例えば 83/10の Pinus leitzii Kirchh.の標本から著者の 1人であるZ. Kvaček
が 1点を取りだして 10-1の枝番をつけて撮影し，その写真が pl. 2の 8, 9に掲載されたと記している．

図７　マッペに並べられた小型種子化石標本．Zastawniak et 
al. (1992)が記載し，図版に使用したポーランド西部ゴジニッ
ツァGozdnicaのDulichium marginatum（カヤツリグサ科）
果実と，Fagus microcarpa（ブナ科）殻斗・堅果．ケースの
余白には標本番号（83/で始まる番号）と図版の番号（Pl.で
始まる番号）が書かれている．
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2）花粉プレパラート（15,000点），3）木材組織標本（270点），
4）泥炭を構成する蘚苔類と植物の組織標本（220点），5）
葉のクチクラ層プレパラート（550点），6）葉の観察用さ
く葉標本（4500点）がある。このほか，研究所内にある
植物研究部のハーバリウムや，研究所のすぐ近くにあるヤ

ギェウウォ大学植物園のハーバリウムの標本が充実してお

り，それらもあわせて利用しながら研究が行われている。

現生種実類標本は種実化石研究者であるM. Lesiak女史
により，精力的に収集・整理が行われている。種子交換に

よるものが多いので，さく葉標本との対応がついているわ

けではない。種子は透明のガラス管に入れて，引き出しに

並べられているため，比較的大きな標本では，ガラス管の

外に出さなくても，近くに配列されている近縁種との比較

が容易である（図 9）。
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図９　現生比較種子標本．クマシデ属Carpinusとハシバミ属
Corylusの果実標本．
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